
工 事 費 内 訳 書 

 

                名称（社名） 

                代表者                    印 

                積算責任者名 

 

    工 事 名                    

    工事場所                    

 

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額（円） 備考 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

工  事  価  格  計     

入 札 書 記 載 価 格     

 

 

 

 



 

工 事 費 内 訳 書 

 

                名称（社名） ○○建設㈱ 

                代表者    代表取締役  ○○○○  

                積算責任者名 ○○○○ 

 

    工 事 名  市道○○号線道路○○工事    

    工事場所  鹿沼市○○町          

  

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額（円） 備考 

道 路 土 工 １ 式 ○○,○○○,○○○  

路 面排水工 １ 式 ○,○○○,○○○  

擁 壁 工 １ 式 ○,○○○,○○○  

路 盤 工 １ 式 ○,○○○,○○○  

舗 装 工 １ 式 ○,○○○,○○○  

     

     

     

直 接 工 事 費 （ Ａ ）   ○○,○○○,○○○  

共 通 仮 設 費 （ 率 分 ）   ○,○○○,○○○  

共 通 仮 設 費 計 （ Ｂ ） １ 式 ○,○○○,○○○  

純 工 事 費 （ Ａ ＋ Ｂ ）   ○○,○○○,○○○  

現 場管理費 １ 式 ○,○○○,○○○  

工 事 原 価   ○○,○○○,○○○  

一般管理費計 １ 式 ○,○○○,○○○  

工事価格計（端数調整前）   １２，３４５，６７０  

工 事 価 格 計   １２，３４５，０００  

入札書記載価格   １２，３４５，０００  

 

 

 

 

 

記載例 

代表

者印

設計書に基づいて各工種（大項目）の

合計額のみを記入すること。 

工事価格計と入札書記載価格は同額とすること。 

値引きによる入札額の調整は行わないこと。 

端数調整するかしないか、端数調整する場合の端数調整額（1万

円未満ならいくらでも可）は各社の自由な判断です。この記載例は

670円を端数調整した例です。 

同額



記載事項 

  （１）入札者の商号又は名称、代表者の職氏名及び代表者印、積算責任者名 

  （２）工事名及び工事場所  

  （３）積算内訳（積算体系が次の項目と異なる入札はこれに準じるものとする。） 

   ○工事費 

    ①直接工事費（大項目に対応する金額を記載） 

    ②直接工事費計 

 ③共通仮設費計 

    ④純工事費（直接工事費計と共通仮設費計の合計） 

 ⑤現場管理費 

    ⑥工事原価（純工事費と現場管理費の合計） 

    ⑦一般管理費計 

   ⑧工事価格計（工事原価と一般管理費計の合計） 

    ⑨入札書記載価格 

 

  ※入札書に記載する金額は、必ず税抜き価格で記入してください。 

  ※値引きによる入札価格の調整は行わないでください 

※端数処理する場合、１万円未満の端数処理については認めるものとします。 

※⑧工事価格計と⑨入札書記載価格は同額としてください。 


